
第５回気象学史研究会「20世紀の気候変動と人為的エアロゾルの影響」開催のお知らせ

気象学史研究連絡会

１．概要

第５回気象学史研究会「20世紀の気候変動と人為的

エアロゾルの影響」

日時：2019年５月17日（金）18：00～20：00（日本気

象学会2019年度春季大会第３日夜）

場所：国立オリンピック記念青少年総合センター309

会議室（センター棟３F・大会B会場）

プログラム

・大村 纂（スイス連邦工科大学チューリッヒ校名誉

教授)「人為的気候変化要因として重要な温室効果

ガスの兄弟：エアロゾル―熱収支気候学の発展の中

から―」

・早坂忠裕（東北大学）「中国・日本の日射量の長期

変動とエアロゾル」

コンビーナ・司会：三上岳彦（首都大学東京名誉教

授）

参加費：無料．どなたでもご自由にご参加ください．

（当日「参加者名簿」へのお名前の記載にご協力お

願いいたします．）

内容：今回の気象学史研究会は，気候変動に大きな影

響を与えるエアロゾルの問題を，特に人為的エアロ

ゾルの大量放出が起きた20世紀に注目して取り上げ

ます．地球大気の熱収支について観測と理論から長

く考察して来られた大村 纂氏には20世紀気候変化

の中でのエアロゾルの役割について，熱収支をその

重要な入力である日射量の直接測定から考察して来

られた早坂氏には，日射量の変動実態と人為起源エ

アロゾルとの関連についてご講演をいただきます．

これらの講演を通じて，20世紀における人間活動と

その気候への影響，さらにはそれらに対する人類の

認識の変遷をも考察する契機になればと考えます．

本会合は気象学史研究に関心を持つ，より多くの

方の間の情報・意見交換をうながすため，学会員以

外の方にも広く参加を呼びかけて開催いたします．

２．講演要旨

・人為的気候変化要因として重要な温室効果ガスの兄

弟：エアロゾル―熱収支気候学の発展の中から―

大村 纂

人間活動によって地球環境が久しく変化させられて

来たが，何がどれだけの変化を引き起こすか，という

問いに対して定量的に正確な回答を出すことは容易で

はない．そうした内でも温室効果ガスの影響は比較的

よく解明されて来た．もう一方で人間活動が大きく影

響するエアロゾルの影響は遅れてしまっている．エア

ロゾルの複雑さもさることながら，研究者の目があま

りにも目先の『温室効果ガスによる温暖化』という

テーマに引きずられたのではなかろうか．私自身，そ

うした一人であり，偶然のきっかけでエアロゾルの重

要性を突きつけられて，本日の話のテーマに含まれる

問題を取り扱うようになった．その研究過程と，現在

私が把握している20世紀気候変化の中でのエアロゾル

の役割を観測と理論を合わせてお話しさせて頂きた

い．

・中国・日本の日射量の長期変動とエアロゾル

早坂忠裕

地表面に到達する太陽放射エネルギー，すなわち日

射量は地球の気候変動や生命活動における極めて基本

的かつ重要な物理量である．19世紀から太陽直達放射

を定量的に測定する研究が行われてきたが，1957～

1958年の IGY（International Geophysical Year）を

契機に現在のような日射量の観測が世界中で実施され

るようになった．その後，1980年代末にそれ以前の日

射量が減少傾向にあるという研究が発表され，研究が

進むにつれて，この現象は世界的に見られること，ま

た，地域によってはその後増加傾向に転じたことが分

かってきた．

中国における日射量も例外ではなく，1960年代初め

から1990年頃までの間，日射量が減少し，その後増加

するという現象が多くの研究で指摘された．一方，日

本では1960年代から1970年代には減少傾向であった

が，1980年代に回復している．これら日射量の長期変

動の要因としては，人為起源エアロゾルが考えられ

る．これらのエアロゾルはブラックカーボンのように

光を強く吸収するものや硫酸・硫酸塩のように光をあ

まり吸収しないものなど多様である．また，これらの

エアロゾルの混合状態も考慮する必要がある．一方，
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日射量の変動は雲，水蒸気，自然起源エアロゾルなど

にも依存し，季節による太陽高度の違いと変動要因と

のリンクも考慮する必要がある．エアロゾルは雲凝結

核となり雲の形成・維持機構や雲の放射特性にも影響

するので，その化学組成と混合状態は雲を変質させ，

間接的に日射量の変動と繋がっていると言える．

今回の研究会では，中国の日射量の長期変動の実態

を紹介するとともに，日本における変動と比較するこ

とにより，その変動要因について改めて考察する．

お問い合せ先

山本 哲

(気象庁観測課）TEL：03-3212-8341（代表）

メールでのお問い合わせは気象学史研究連絡会ウェ

ブサイトの問い合わせフォームをご利用ください．

https://sites.google.com/site/meteorolhistoryjp/

2019年４月
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会およ日本気象学 行事予定

行事名 開催年月日

び関連学会

場所 備考

日本気象学会2019年度春季
大会

2019年５月15

主催団体等

本気象学会 国立オリンピック記
念青少年総合セン
ター（東京都渋谷区
代々木神園町3-1）

「天気」66巻４号

https://www.me～18日
日

jp/

meetings/2019s

日本地球惑星科学連合2019
年大会

2019年５月26
～30日

日本地球惑星科学連合 幕張メッセ（千葉市
美浜区中瀬2-1）

第24回計算工学講演会 2019年５月29
～31日

日本計算工学会 ソニックシティ（さ
いたま市大宮区桜木
町1-7-5）

ht

 

tsoc.

/www.jsces.org/

koenkai/24/

第７回中部ライフガード

TEC2019～防災・減災・
危機管理展～

2019年５月30，
31日

(主催)名古屋国際見本市
委員会・名古屋産業振興
公社
(協賛)日本気象学会

ポートメッセなごや
（愛知県名古屋市港
区金城ふ頭2-2）

http://www.lifeguardtec.
com/outline/index.html

防犯防災総合展2019 2019年６月６，
７日

(主催)防犯防災総合展実
行委員会・大阪国際経済
振興センター・テレビ大
阪
(後援)日本気象学会

インテックス大阪
（大阪市住之江区南
港北1-5-102）

tps:/

//bohanbosai.jp/

第65回理論応用力学講演会 2019年６月28
～30日

(主催)土木学会
(共催)日本気象学会

北海道大学札幌キャ
ンパス（北海道札幌
市北区北13条西8）

http://www.jsce.or.jp/

committee/amc/nctam/

nctam65/

第56回アイソトープ・放射
線研究発表会

2019年７月３
～５日

日本アイソトープ協会 東京大学弥生講堂
（東京都文京区弥生
1-1-1）

https://www.jrias.or.jp/

isotope conference/index.
html

第36回エアロゾル科学・技
術研究討論会

2019年９月５，
６日

(主催)日本エアロゾル学
会
(共催)日本気象学会

広島大学東広島キャ
ンパス（広島県東広
島市鏡山1-3-2）

第29回設計工学・システム
部門講演会

2019年９月25
～27日

(主催)日本機械学会
(協賛)日本気象学会

東北大学流体科学研
究所（宮城県仙台市
青葉区片平2-1-1）

https://www.jsme.or.jp/

conference/dsdconf19/

気象学会2019年度秋季大会 2019年10月28
～31日

日本気象学会 福岡国際会議場（福
岡市博多区石城町2-
1）

https://www.metsoc.jp/

meetings/2019a
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